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教
育
委
員
会

一
地
方
教
育
行
政
制
度
の
変
遷

終
戦
に
よ
る
戦
時
教
育
体
制
の
廃
止
に
伴
い
、
我
が
国
の
教
育
を
管
理
す
る
た
め

に
、
総
司
令
部
(
G
H
Q
)
の
な
か
に
民
間
情
報
教
育
部
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
指
導

の
も
と
に
、
民
主
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
新
し
い
教
育
体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
根
幹
と
な
っ
た
の
は
、
学
校
制
度
の
改
革
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
二
年
三
月
に
国

民
学
校
令
、
中
等
学
校
令
等
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法

と
が
公
布
さ
れ
、
新
し
い
学
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
後
、
地
方
自
治
尊
重
の
観
点
か
ら
、
地
方
制
度
に
諸
種
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
の
教
師
は
、
国
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
る
官
吏
で
あ
っ
た
。
学
校
を
設
置
す
る
都
道
府
県
や
市
町
村
は
、
学
校
経
費
の
負

担
団
体
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
地
方
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
都
道
府
県
も
市
町
村
も
独
立

の
自
治
体
と
し
て
、
学
校
の
施
設
、
設
備
等
の
物
的
面
、
教
職
員
等
の
人
的
面
、
学

校
の
運
営
管
理
の
面
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
直
接
に
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
国
は
、
こ
れ
ら
地
方
公
共
団
体
の
教
育
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
指
導
、
助

言
、
援
助
ま
た
は
勧
告
を
行
う
等
の
指
導
行
政
に
よ
っ
て
我
が
国
の
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
の
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
日
本
の
教
育
水
準
を
高
め
、

教
育
の
自
主
性
、
独
立
性
を
保
障
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
教
育
行
政
制
度
を
確
立

す
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
た
結
果
、
誕
生
し
た
の
が
教
育
委
員
会
制
度
で
あ
る
。
こ
の
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教
育
委
員
会
制
度
は
、
幾
多
の
問
題
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
地
方
自
治
の
理
念
に
立

脚
し
た
教
育
行
政
制
度
と
し
て
多
大
の
成
果
を
収
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
戦
後
一
〇

年
の
地
方
教
育
行
政
制
度
の
変
遷
は
、
教
育
委
員
会
制
度
の
変
遷
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

戦
後
の
教
育
面
に
お
け
る
連
合
軍
の
占
領
政
策
は
、
教
育
制
度
及
び
教
育
内
容
を

民
主
化
す
る
線
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
一
年
三
月
、
第
一
次
米
国
教
育
使
節

団
報
告
書
が
発
表
さ
れ
次
の
よ
う
に
提
議
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
「
初
等
及
び
中
等
学
校
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
、
文
部
省
の
行
政
的

管
理
権
を
削
減
し
、
都
道
府
県
及
び
地
方
的
学
校
行
政
単
位
に
移
管
し
、
地
方
分
権

を
は
か
る
こ
と
。
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
は
、
一
般
民
衆
の
投
票
に
よ
り
選
ば
れ

た
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
教
育
行
政
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。
こ
の
機
関
に

ょ
り
、
教
育
指
導
者
を
任
命
す
る
こ
と
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お

け
る
教
育
委
員
会
創
設
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
教
育
刷
新
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
教
育
使
節
団
報
告
書
に
盛
ら
れ
て
い
る

勧
告
を
実
現
す
る
た
め
に
、
具
体
策
を
企
画
・
立
案
し
て
、
日
本
政
府
に
建
議
を

行
っ
た
。
昭
和
二
一
年
二
一
月
の
第
一
回
建
議
で
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
一
般

地
方
行
政
か
ら
独
立
し
た
公
選
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
教
育
委
員
会
を
置
き
、

中
央
統
制
を
排
し
て
自
治
的
に
管
内
の
教
育
行
政
を
行
わ
せ
る
こ
と
、
数
府
県
を
一

単
位
と
す
る
広
域
を
所
管
す
る
地
方
教
育
委
員
会
を
置
き
、
こ
れ
に
府
県
間
の
教
育

行
政
の
不
均
衡
の
是
正
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
三
年
四
月
に
ふ
た
た
び
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、

府
県
及
び
市
(
特
別
区
を
含
む
)

に
の
み
教
育
委
員
会
を
置
き
、
町
村
に
つ
い
て
は
学

務
委
員
を
置
く
こ
と
を
勧
告
し
た
。



政
府
は
、
米
国
教
育
使
節
団
の
勧
告
及
び
教
育
刷
新
委
員
会
の
建
議
に
従
っ
て
具

体
立
法
を
進
め
、
第
二
回
国
会
に
提
案
し
、
慎
重
な
審
議
の
末
、
政
府
原
案
に
次
の

よ
う
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
、
教
育
委
員
会
法
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
二
三
年
七
月
一

五
日
公
布
さ
れ
た
。

○
府
県
、
市
及
び
人
口
一
万
以
上
の
町
村
は
単
独
設
置
で
、
一
万
以
下
の
町
村
は
一
万
以

上
の
組
合
(
特
別
教
育
区
)
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
。
昭
和
二
三
年
度
は
、

都
道
府
県
と
市
は
義
務
設
置
と
し
、
他
は
二
五
年
度
に
設
置
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い

た
の
を
、
昭
和
二
三
年
度
は
都
道
府
県
と
五
大
市
の
み
義
務
設
置
で
、
昭
和
二
五
年
ま

で
に
全
市
町
村
に
単
独
設
置
と
修
正
。

○
現
職
教
員
等
の
教
育
委
員
立
候
補
を
禁
止
し
て
い
た
の
を
、
当
選
後
の
兼
職
を
禁
止
す

る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
修
正
。

○
委
員
は
無
報
酬
で
、
実
費
弁
償
の
み
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
報
酬
を
も
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
修
正
。

○
教
育
委
員
会
は
常
に
教
育
長
の
助
言
と
推
せ
ん
と
に
よ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
と
し
た
が
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
権
限
を
行
う
場
合
に
、
教
育
長
の
助
言
と
推
せ

ん
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
修
正
。

二

教
育
委
員
会
の
発
足

教
育
委
員
会
制
度
の
趣
旨
は
教
育
行
政
の
民
主
化
で
あ
る
。
戦
前
の
教
育
行
政
は
、

文
部
大
臣
を
頂
点
と
し
て
地
方
長
官
(
知
事
)
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後

積
極
的
に
教
育
行
政
を
民
主
化
す
る
た
め
に
、
住
民
の
公
選
に
よ
る
合
議
体
と
し
て

の
委
員
会
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
育
行
政
の
地
方
分
権
で
あ
る
。
従
来
の
中
央
集
権
制
度
に
よ
る
画
一
性
、
形
式

性
を
是
正
し
、
地
方
の
実
情
に
即
し
た
教
育
の
管
理
運
営
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
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教
育
行
政
権
の
地
方
委
譲
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
制
度
で
は
、
地
方
に
お
け

る
教
育
の
管
理
、
運
営
は
、
第
一
義
的
に
は
都
道
府
県
、
市
町
村
に
設
け
ら
れ
る
教

育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
育
行
政
の
自
主
性
の
確
保
で
あ
る
教
育
が
、
一
部
の
利
害
関
係
や
特
定
思
想
な

ど
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た
り
、
わ
い
曲
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
教
育

の
こ
の
特
質
性
が
保
障
さ
れ
る
教
育
行
政
制
度
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
教
育
委
員
会
は
数
人
の
委
員
か
ら
な
る
合
議
体
の
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
、
独

立
の
執
行
機
関
た
る
地
位
を
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
に
、
教
育
委
員
会
の
組
織
及
び
権
限
が
定
め
ら
れ
、

漸
次
全
国
の
市
町
村
に
ま
で
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。
こ
の

制
度
は
、
従
来
の
上
か
ら
下
に
通
ず
る
教
育
行
政
制
度
に
根
本
的
変
革
を
も
た
ら
し
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
三
年
七
月
一
五
日
に
教
育
委
員
会
法
は
公
布
施
行
さ
れ
、
第
一
回
目
の
教

育
委
員
の
選
挙
が
同
年
一
〇
月
五
日
に
行
わ
れ
た
。
一
一
月
一
日
か
ら
全
国
の
都
道

府
県
、
五
大
市
の
ほ
か
、
二
一
市
、
一
六
町
、
九
村
に
お
い
て
も
教
育
委
員
会
が
発

足
し
た
。

ま
た
昭
和
二
五
年
二
月
五
日
、
第
二
回
目
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
年
一
二
月
一

日
に
は
、
新
た
に
一
五
市
に
お
い
て
教
育
委
員
会
が
生
ま
れ
た
。
教
育
委
員
会
発
足

後
二
年
の
間
に
、
教
育
委
員
会
制
度
の
基
本
理
念
や
そ
の
役
割
が
次
第
に
認
識
さ
れ

て
き
た
が
、
我
が
国
に
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
新
し
い
制
度
で
あ
る
の
で
、
幾
多
の

点
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
論
議
さ
れ
は
じ
め
た
。

文
部
省
は
、
教
育
委
員
会
制
度
に
諸
種
の
改
革
を
必
要
と
す
る
点
が
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
昭
和
二
五
年
二
一
月
、
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
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い
て
調
査
審
議
し
、
こ
れ
に
関
し
て
必
要
と
認
め
る
事
項
を
文
部
大
臣
に
建
議
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
教
育
委
員
会
制
度
協
議
会
を
設
け
た
。
同
協
議
会
は
、
文
部
大

臣
の
諮
問
に
応
じ
て
、
昭
和
二
六
年
二
月
二
八
日
以
来
、
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い

て
調
査
審
議
を
行
い
、
同
年
一
〇
月
三
一
日
、
こ
れ
に
関
す
る
答
申
を
行
っ
た
。

昭
和
二
七
年
一
一
月
一
日
を
期
し
て
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
教
育
行
政
の
単
位
を
細
分
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
一
方
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
の
理
念
に
立
脚
し
た
教
育
行
政
制
度
が

外
形
的
に
実
現
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
の
教
育
事
務
が
、
教
育
委
員
会

の
手
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
は
、
教
職
員
の
人
事
、
教
育
課
程
に
関
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委

員
会
が
処
理
し
て
い
た
が
、
教
育
委
員
会
が
全
面
的
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

市
町
村
立
学
校
の
管
理
運
営
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
事
務
を
、
名
実
と
も
に
市
町
村

の
教
育
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
部
省
は
、
教
育
委
員
会
の
全
面
設
置
以
後
は
そ
の
運
営
状
況
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
見
き
わ
め
た
上
で
必
要
な
改
革
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
当
面
の
問
題
と
し

て
、
教
育
委
員
会
の
健
全
な
育
成
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
改
革
の
具
体
的
な
方
途

の
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
後
昭
和
二
九
年
六
月
一
〇
日
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

正
し
て
、
教
育
委
員
の
二
年
ご
と
の
半
数
改
選
の
制
度
を
四
年
ご
と
全
員
改
選
の
制

度
に
改
め
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
五
日
に
全
員
一
斉
に
改
選
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

三

公
選
制
か
ら
任
命
制
へ

昭
和
三
一
年
一
〇
月
の
教
育
委
貝
の
改
選
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
は
、
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各
種
の
審
議
機
関
の
答
申
、
勧
告
等
を
参
考
に
し
て
、
教
育
委
員
会
制
度
に
大
幅
な

改
革
を
加
え
る

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
案
」

を
第
三
四

国
会
に
提
出
し
た
。
激
し
い
論
争
の
結
果
、
両
院
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
成
立

し
、
昭
和
三
一
年
六
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
制
度
を
改
正
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
考
慮
を
払
っ
た
点
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
第
一
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
行
政
と
一
般
行
政
と
の
調
和
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
の
政
治
的
中
立
と
教
育
行
政
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
」

と
し
、
「
教
育
の
振
興
の
た
め
に
、
わ
け
て
も
義
務
教
育
の
普
及
を
図
る
た
め
に
教

育
に
関
す
る
事
務
の
相
当
な
部
分
を
市
町
村
が
担
当
し
て
お
り
、
学
校
そ
の
他
の
教

育
施
設
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
運
営
を
管
理
助
成
し
、
教
職
員
の
指
導
に
努

め
、
社
会
教
育
の
振
興
を
図
る
上
に
は
、
こ
の
市
町
村
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
な
る

も
の
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
上
町
村
合
併
の
進
展
の
結
果
、
市
町
村
の
行
政
能
力
は

強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
法
律
案
は
、
都
道
府
県
の
み
な

ら
ず
す
べ
て
の
市
町
村
の
合
議
体
の
執
行
機
関
と
し
て
教
育
委
員
会
を
存
置
す
る
」

こ
と
と
し
、
「
委
員
の
選
任
方
法
は
直
接
公
選
の
制
度
を
改
め
、
地
方
公
共
団
体
の

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
と
知
事
や
市
町
村
長
と
の
間
の
権
限
に
調
整
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
予
算
案
、
条
例
案
の
二
本
建
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
教
育
財
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
の
権
限
、
教
育
事
務
に
か
か
る
契
約
の
締
結
の

権
限
、
収
入
ま
た
は
支
出
の
命
令
の
権
限
を
知
事
や
市
町
村
長
に
移
す
こ
と
と
し
て
、

両
者
の
関
係
を
調
整
し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
そ

の
振
興
を
図
る
。
」



「
第
二
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
一
体
と
し
て
の
教
育
制
度
を
樹
立
」
す
る

た
め
に
、
「
現
行
の
教
育
委
員
会
法
が
個
々
の
地
方
団
体
ご
と
の
教
育
事
務
処
理
を

強
調
し
て
い
る
の
に
と
ど
ま
る
に
対
し
、
こ
の
法
案
で
は
次
の
ご
と
く
是
正
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
、
中
学
校
の
教
職
員
な
ど
の
人
事
権
を
都
道
府
県
が
行
使
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
こ
れ
ら
の
教
職
員
の
適
正
な
配
置
と
人
事
交

流
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
給
与
の
負
担
団
体

と
任
命
権
者
の
属
す
る
団
体
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
更
に

「
文
部
大
臣
や
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
積
極
的
な
指
導
的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
文
部
大
臣
は
、
教
育
委
員
会
や
地
方
公
共
団
体
の
長
の
事
務
処
理
に
、

法
令
違
反
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
必
要
な
是
正
措
置
を
要
求
し
て
、
教
育
行
政

の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
。
」

「
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
な
り
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
な

り
の
承
認
を
要
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
ゆ
え
ん
の
も
の
は
、
教
育
委
員
会
に
お
け

る
教
育
長
の
地
位
に
照
ら
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
行
政
の
国
、
都
道
府
県
、
市
町

村
一
体
と
し
て
の
運
営
を
期
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
。
」
と
、
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
改
正
の
重
点
は
教
育
委
員
の
選
任
を
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
改
め

た
こ
と
、
一
般
行
政
と
教
育
行
政
の
調
整
を
は
か
っ
た
こ
と
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
を
一
体
と
し
た
教
育
行
政
制
度
を
確
立
し
た
こ
と
、
教
職
員
の
人
事
制
度
を
改

め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
新
教
育
委
員
会
制
度
は
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
一

日
か
ら
全
面
的
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
四
月
、
町
長
、
町
議
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
、
町
長
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
育
委
員
の
宇
都
宮
音
吉
、
相
原
芳
太
の
両
人
が
教
育
委
員

第
三
章

教
育
委
員
会

旧
久
万
町
の
教
育
委
員
会
委
員
(
選
挙
制
)

II II II 

昭 

II II II II 

昭 就 

塾 型 任 
II II ? II 

一とま 

年 
三三 月 

一 一 日 

昭 昭 退 
型 和 

任 年 

II II II II II ‾丁 II II II II II 

⊂二) 

ナ」 四日 月 
一一一一 

日 ⊂⊃ 

聾詰′′鵠′′′′′′≡ 
摘 要 )貝員 員)長員 員 

久 下 久 東 菅 久 

住 所 

万 野 II II 万 IIII 明 II II 

町 尻 町 神 生 万 

昭 昭 委 

氏 名 

小 長 大 桐山和宇和尾 字 上 相 久手 

倉 田 野 之三部三 原内一宮○形 都 宮 沖 原 部員 野宮 

総 定 午年 佐教委佐委旧 佐 幸 芳 長 謙音 一 
加 員 貝四 

郎 続 雄 雄義長一長郎 - 
喜 太 土 日 

を
辞
任
し
、
町
長
選
挙
に
候
補
者
と
し
て
立
つ
こ
と
に
な
り
、
町
長
と
教
育
委
員
の

改
選
が
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
昭
和
三
〇
年
五
月
一
日
、
全
委
員
が
新
た
に
就
任
し
た
。

昭
和
三
一
年
九
月
三
〇
日
、
委
員
の
公
選
制
は
任
命
制
に
改
め
ら
れ
た
。

四

久
万
町
合
併
後
の
教
育
委
員
会

昭
和
三
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
、
新
し
い
教
育
委
員
会
制
度
を
採
用
し
て
い
た
旧

久
万
町
・
川
瀬
村
・
父
二
峰
村
が
、
昭
和
三
四
年
三
月
一
三
日
に
町
村
合
併
し
、
新

久
万
町
の
教
育
委
員
会
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
く
教
育
委
員
が
任
命

さ
れ
た
。
合
併
後
の
久
万
町
で
は
、
旧
町
村
の
地
域
的
人
事
の
配
慮
の
も
と
に
、
昭

八
五
九
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教

育

八
六
〇

合併後の初代委員長
芭 蕉明

合併後の初代教育長
小倉総一郎

和
三
四
年
五
月
二
六
日
付
で
、
久
万
町
長
か

ら
新
し
い
教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

委
員
長
に
は
菅
薫
明
が
選
ば
れ
、
ま
た
教

育
長
に
は
小
倉
総
一
郎
が
就
任
し
た
。
旧
町

村
の
教
育
委
員
会
は
こ
の
新
し
い
教
育
委
員

会
に
事
務
引
継
ぎ
を
し
て
解
散
し
た
。

こ
う
し
て
合
併
後
の
久
万
町
教
育
委
員
会

は
発
足
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
振
興
、

施
設
、
設
備
の
充
実
に
努
力
し
、
今
日
に

至
っ
た
。

基
本
的
な
努
力
目
標
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

○
教
育
尊
重
と
教
師
の
自
覚

○
地
域
の
実
態
に
立
ち
、
近
代
化
に
即
応
す
る
教
育

〇
人
的
、
物
的
教
育
諸
条
件
の
整
備

○
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
一
体
化

○
全
町
的
立
場
に
立
っ
て
政
治
、
経
済
、
教
育
、
各
機
関
の
連
絡
を
密
に
す
る
。



町村合併後の教育費予算
(単位 円)

第
三
章

教
育
委
員
会

年度 
教育委員会 総務費 

小学校費 中学校費 
定時制 高等学校費 

社会教育費 
幼稚園 幼児学級費 

保健体育費 合 計 

昭34 1,725,300 6,851,300 4,810,500 424,400 4,203,700 18,015,200 

昭35 2,146,720 7,231,170 8,038,680 395,500 4,264,900 384,727 22,461,697 

昭36 2,435,350 8,372,500 13,232,900 232,400 6,555,700 517,900 31,346,750 

昭37 2,635,860 9,368,154 10,469,450 5,582,810 730,890 28,787,164 

昭38 3,17l,765 10,875,795 20,193,107 5,147,578 2,198,746 41,586,991 

昭39 3,621,000 7,812,000 18,329,000 8,060,000 2,537,000 3,546,000 43,905,000 

昭40 3,524,000 42,268,000 8,035,000 5,411,000 2,420,000 4,226,000 65,884,000 

昭41 4,131,000 28,442,000 10,670,000 5,643,000 1,964,000 5,394,000 56,244,000 

昭42 5,572,000 14,526,000 22,478,000 11,556,000 1,755,000 6,740,000 62,627,000 

昭43 6,450,000 2l,949,000 25,533,000 6,730,000 l,898,000 6,635,000 69,195.000 

昭44 6,713,000 26,764,000 12,454,000 7,389,000 3,620,000 7,688,000 64,628,000 

昭45 7,908,000 18,240,000 27,979,000 9,489,000 2,729,000 9,672,000 76,017,000 

昭46 9,142,000 31,753,000 14,882,000 10,278,000 3,242,000 11,191,000 80,488,000 

昭47 9,455,000 17,817,000 16,329,000 12,984,000 4,271,000 42,417,000 103,273,000 

昭48 10,278,000 39,019,000 17,89l,000 12,005,000 8,640,000 49,297,000 137,130,000 

昭49 12,752,000 26,748,000 21,030,000 13,428,000 9,48l,000 63,762,000 147,201,000 

昭50 17,252,000 29,557,000 24,748,000 24,838,000 13,31l,000 74,444,000 184,150,000 

昭51 20,006,000 85,548,000 23,800,000 24,600,000 14,075,000 95,677,000 263,706,000 

昭52 27,512,000 31,405,000 27,840,000 26,860,000 79,885,000 91,218,000 284,720,000 

昭53 28,709,000 32,882,000 28,234,000 27,389,000 36,636,000 91,566,000 245,416,000 

昭54 30,495,000 37,635,000 32,416,000 28,920,000 29,956,000 93,174,000 252,596,000 

昭55 50,265,000 141,499,000 37,809,000 40,446,000 34,432,000 95,397,000 399,848,000 

昭56 32,843,000 183,867,000 39,033,000 44,236,000 36,317,000 97,257,000 433,553,000 

昭57 41,967,000 162,955,000 37,762,000 47,200,000 39.367,000 99,788,000 429,039,000 

昭58 37,069,000 147,525,000 37,685,000 52,053,000 69,216,000 102,796,000 446,344,000 

昭59 41,194,000 132,318,000 36,350,000 55,618,000 41,144,000 113,123,000 419,747,000 

昭60 40,892,000 42,451,000 35,344,000 54,163,000 79,825,000 114,908,000 367,583,000 

昭61 47,330,000 44,583,000 36,828,000 65,060,000 42,988,000 112,960,000 349,749,000 

昭62 48,028,000 99,741,000 36,104,000 62,448,000 44,303,000 111,705,000 602,329,000 

昭63 49,058,000 49,815,000 41,326,000 68,413.000 46,372,000 117,474,000 372,458,000 

備 考 昭和36年より幼稚園予算を社会教育費より分離

昭和37年度、上浮穴定時制高校の中心校廃止される。

昭和38年度、幼稚園、幼児学級予算を社会教育費より分離

昭和39年度、町内幼児学級を僻地保育所として福祉課の所管とする。中学校費の中に直顔

中学校用体育館の建設費を含む。

昭和40年度、小学校講堂増築、父二峰小・中学校用体育館の建設費を含む。

昭和41年度、小学校費中に畑野川中・中学校用体育館の建設費を含む。

昭和42年度、中学校費中に直瀬小・中学校用水泳プールの建設費を含む。

昭和43年度、 9月30日現在の予算額。二名小・久万中学校水泳プールの建設費を含む。

昭和47年度、給食センター建築工事費含む。

昭和55年度、明神小体育館新築工事費含む。

昭和56年度、久万小北校舎改築工事費含む。

昭和57年度、久万小北校舎及び久万小周辺整備費含む。

昭和58年度、明神小本館及び幼稚園舎改築工事費含む。

昭和59年度、二名屋内運動場改築工事費含む。

昭和60年度、畑野川幼稚園舎改築工事費含む。

昭和62年度、畑野川小学校校舎改築工事費含む。

昭和63年度、畑野月間、学校校舎改築工事費含む。
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教

任
命
制
委
員

旧
父
二
峰
村
教
育
委
員
会
委
員
(
選
挙
制
)

八
六
二

昭 昭 就 

型 型 任 

年 ‾÷ II II II II 

四 ⊂⊃ 月 

一 日 

昭 昭 昭 昭 退 
和 和 和 型 任 

II甲 三 三 II 

四 
年 

三 ブ〇 三 月 

日 ⊂⊃ ⊂:⊃ 一・一 ⊂⊃ 

町宇吋教((町委町委 

摘 要 

村都村 一 四村貝村 

鮨総員 
任任任長) )任理任長 

東 久 久 東 久 

住 所 

明 方 万 明 II 万 

神 町 町 神 町 

大 小 大 字 相 山 

氏 名 

都 之 
野 倉 野 宮 原 内 

速 総 定 佐 佐 敬 
一 加 

雄 郎 雄
一 雄 義 

昭 昭 就 

型 型 任 
⊂二) 

II II II II亨 年 
五 ⊂⊃ 月 

日 ⊂=⊃ 五 

昭 昭 

II II 

昭 退 
和 和 

型 II÷ 任 年 

⊂二) ⊂⊃ 

ブし 四 ブし 月 
一 

日 ⊂⊃ ブし くつ 

選 選 

摘 要 

任 挙 
II II II II 

委 委 

員 員 

露 

住 所 

II II II II 

峰 名 

桃 宮 露 上 岡 長 

氏 名 

枝 田 口 岡 団 栗 

松 寅 民 誠 佐 
太 陀 

雄 僧 郎 好 平 雄 

大
野
定
雄
委
員
任
期
満
了
後
は
町
村
合
併
ま
で
一
名
欠
員
と
な
る
。

旧
川
瀬
村
教
育
委
員
会
委
員
(
選
挙
制
)

昭 昭 就 

型 型 任 
一 

II II II II 

七 
年 

五 月 

ブし 日 

昭 昭 

II 

昭 昭 昭 退 
和 利 和 和 利 

任 年 

⊂二⊃ ⊂⊃ 

一 

ブし 四 ナし 四 ブし 月 
一 

日 ⊂⊃ 一 ⊂二) 一 ⊂ニ⊃ 

選 ( 選 

摘 要 

教 

任 挙 
II II II 

育II 

委 委 

員 
長 

貝 
) 

II II II 

直 下 上 

住 所 

畑 野 畑 野 

瀬 川 川 

園 福 松 菅 筒 名 

氏 名 

山 山 本 井 智 

公 柳 峯 薫 禾 
一一一一一 

燃 蔀 明 賢 之 

昭 昭 就 

型 型 任 

年 
一 

II II II II 

⊂:⊃ ⊂⊃ 月 

一 一 日 

昭 昭 

II II II 

昭 退 
和 和 

重 囲 

任 年 

ブし プし 月 
.--一 

日 ⊂二) ⊂二⊃ ⊂⊃ 

二合三 合四 

摘 要 

年併年 併年 

II 

年 蚕に委 
II 

に委 

貝 よ貝 よ貝 

り、 蕎鵡鵠 

二 露 父 

住 所 

野 

名 名 名 峰 名 川 

竹 窪 高 白 竹 上 

氏 名 

内 田 岡 石 井 岡 

友 信 栄 民 

長 操 栄 枝 薫 好 

昭 昭 昭 就 
利 和 型 任 

年 
一 一 

II II II 

三 ⊂二⊃ ⊂⊃ 月 

ノーヽ
一 日 

昭 昭 昭 退 

和利 ・=“.二=㌢ 型 任 
四 二二. 

II II II 

四 
年 

月 

日 ⊂二〕 ノ\ ⊂二⊃ 

葉護 町 木寸 合 併 

摘 要 

護’′用に 
よ 

り 

退 
任 侠) 任 

II II II 

直 上 下 

住 所 

畑 野 畑 野 

瀬 川 川 

福 菅 小 菅 名 土 

氏 名 

山 椋 智 居 

柳 万 党 議 禾 
ー 

一 夫 郎 明 之 寛 
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名
簿
(
昭
和
三
四
年
三
月
三
一
日
、
久
万
町
合
併
後
)

昭昭昭昭昭昭昭 和和利和利和利 六五五五五四四 昭昭 和和 四四 謹堅塁 霜弼墨∴∴墨 
就 任 二九六四 〇 七 六 _」 ノ\

‾ 一〇 九八 八七六 五 四 
● ● ● ● ● ● ● 

II /III /I /I/IIIII 

年 月 

六六九六六 六
六 ●● ● ● ● ● ● 

一 四 五六 六五 五五六 七 五 
● ● ● 

一 

日 
臆 

九五七九九 〇 九 一
九 〇一 七六 六六一 三 六 

現現現現昭昭昭 
和和利 
六五五 

現昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 
和和和和利利和和利利和利和和和和和和 
五四四四四五四四四三三二三三三三三三 

退 任 年 月 日 

二 九 六 四 五六七〇〇一二一八人九六七五八五人 

職職職域 職 
六 六 九 六 

二四六五六五五一四四七五五三五五四 ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

園 
八 四 六 八 一八三一人五五〇三三二五五九五五〇 

至自白至自至自至自室自 昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 六五五五五五五五五五五 二九四人六九八四二二〇 自至自室自至自 昭昭昭昭昭昭昭 六五五五四四四 二六四四二二一 醗韻碧 監 禁 

略 歴 

九六 六三四六四四四四六 九四四六六五四 六六五六五六一六 六七 三五 四六 

六五九一四四一五六六九 委教教委委 員育育貝員 長長長長長 七三七八一一一 委教教 員育育 長長長 寵輩萱 菅 管 

三三三二三 摘 要 

了 満 了 
了 

下京直菅上 人 久 二 久 ニ直東直上二上久露直菅直父直下東久 

住 所 

琵明 第
万 万 明

磐 箆万
野 帥 

川神瀬生川 野 町 名 町 名瀬神瀬川名川町峰瀬生瀬川瀬川神万 
岡高石 日 稲 渡 太 竹 中 竹大石大小竹中小恩福相福上菅岡大小 

氏 名 

門丸野田 都 田 内 椋 内野田野倉井倉倉地山原山岡 野倉 

信頼嘉
綱正 一子剛彦実質志 

智秀友二葉
総義柳篤柳民薫速総 夫雄長卓コ郎清蕪溝郎一一雄一好明譲雄郎 
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久万町教育委員会事務局機構(昭和43年度)
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八
六
四

教

育

次

長

学

校

教

育

学

校

給

食

社

会

教

育

教
育
費
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

会
議
に
関
す
る
こ
と
。

教
育
委
員
会
に
関
す
る
条
例
及
び
規
則
の
改
廃
に
関
す
る
こ
と
。

公
印
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

事
務
局
職
員
の
定
数
人
事
、
給
与
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

教
育
職
員
の
人
事
給
与
に
関
す
る
こ
と
。

学
校
施
設
、
設
備
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
教
育
機
関
並
び
に
各
課
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

文
書
の
収
発
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

教
材
に
関
す
る
こ
と
。

教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

児
童
生
徒
に
関
す
る
こ
と
。

月
調
に
関
す
る
こ
と
。

教
科
書
採
択
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

就
学
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

学
校
給
食
献
立
に
関
す
る
こ
と
。

学
校
給
食
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

給
食
婦
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
給
食
に
関
す
る
こ
と
。

幼

児

教

育

文

化

財

央
公
民
館
⊥
‖
紛
学

館

一
一
館

級

講

座

社

会

体

育

公
報
活
動
⊥
‖
網
羅
的
発
刊

社
会
教
育
団
体

護 で 入牢

班A会田



教育委貴会及び事務局機構(昭和63年度)
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会

(① 久万町教育委員会

委 員 長 竹 内

委員長職務代行者 南 門

委 員 石 丸

教 育 長 日 野

② 久万町教育委員会事務局事務分掌表

教
育
長

日

野

嘉

彦

課

長

岡

田

隆

綱

次

長

森

永

夫
子
剛
彦

智
頼

嘉

岡 田 隆 綱

森 永 進

八 塚 裕 子

並 松 真 弓

佐 藤 トシ子

小 松 真知子

田 坂 正 教

学 校 教 育

進
子
弓
子知

裕
真
真

永
塚
松
松

森

人

並
小

給食センター

所 長 渡辺 文夫

宮川 光代

小倉 溝香

大西千津子

山岡百合子

森永ヒサコ

土居エツ子

中川 典子

明賀キミヲ

熊代 隆子

田中アサ子

幼 児 教 育

岡信
一

教育費予算に関すること

教育委員会関係条例及び規則の改廃に関すること

教育委員会会議に関すること

教育財産の管理に関すること

教育委員会職員の定数・人事・給与・研修に関すること

教育関係者の顕彰に関すること

教育機関並びに各課との連絡に関すること

一年の歩みの発行に関すること

タイプの管理、活用に関すること

町誌改編に関すること

学校教育費予算に関すること

県教職員の人事・給与・研修に関すること

学校施設設備並びに教職員住宅の設置・管理及び廃止に

関すること

幼稚園・保育所に関すること

準要保護児童生徒の認定に関すること

給食運営・物資の入札・契約に関すること

教科書採択、その他の教材の取扱いに関すること

就学援助費補助金に関すること

理振法等補助金に関すること

教材費に関すること

統計調査、児童生徒の転入・転出に関すること

教職員及び幼児、児童、生徒の保健衛生、安全に関すること

月報、文書の受発、保管に関すること

物品の購入、支払、支出伝票の保管に関すること

その他学校教育に関すること

学校給食施設の管理運営に関すること

給食物資の購入、支払いに関すること

給食献立、調理に関すること

給食費の請求に関すること

給食統計調査に関すること

その他学校給食に関すること

特別保育事業費補助金に関すること

諸公簿の整理、カリキュラム作成に関すること



社 会 教 育

(総 務)

係 長 鈴木 正登

社教派 重用 利彦

石丸 勝利

社会教育指導貝

田坂 正教

(地区社会教育)

鈴 木 正 登

窪 田 正 雄

重 用 利 彦

ー
〇
〇
回

育
館

登
利
教

教

正
勝
正

民

大

木
丸
坂

成
公

鈴
石

田

○
○
椅
g

(青少年教育)

重 用 利 彦

河 野 勝 利

育
登
利

教
正
勝

大
木
丸

婦
鈴
石

〇
〇
〇
回

育
雄
登

教
正
正

午
田
木

壮
窪
鈴

-
看
g

(高齢者教育)

幼児教育関係者の研修に関すること

家庭教育学級の開設に関すること

その他幼児教育の振興に関すること

社会教育予算に関すること

社会教育計画に関すること

社会教育施設の設置管理に関すること

社会教育費補助金に関すること

社会教育委員会に関すること

社会教育調査統計に関すること

学級講座の開設と運営に関すること

社会教育関係団体の育成に関すること

県・郡社会教育機関との連絡に関すること

社会教育資料に関すること

その他社会教育の振興に関すること

明神地区社会教育全般…………窪 田 正 雄

久万地区社会教育全般…………木 下 勝 也

野尻地区社会教育全般…………石 丸 勝 利

川瀬地区社会教育全般…………佐伯 泰・木下勝也

父二峰地区社会教育全般………河野勝利・重用利彦

公民館の管理運営に関すること

公民館役職員の研修に関すること

地域公民館の育成に関すること

コミュニティ活動の育成に関すること

三世代交流会、還暦式、成人式、新就職者激励会に関す

ること

成人講座、成人教育、明るい選挙に関すること

その他成人教育全般に関すること

青年団体の育成に関すること

青年学級、講座、三世代交流会に関すること

青少年問題、防犯に関すること

青少年育成会議の開催と運営に関すること

家庭の日、子供の日、青少年を非行から守る日の推進に

関すること

青少年育成センターの運営に関すること

その他青少年の育成に関すること

婦人会の育成に関すること

婦人大学の開設と運営に関すること

貯蓄推進、生活運動に関すること

三世代交流、婦人団体連絡会に関すること

その他婦人教育全般に関すること

壮年会の育成に関すること

壮年教育の振興に関すること

壮年大学の開設運営に関すること

地域課題の研究に関すること

その他壮年教育全般に関すること

高齢者の研修に関すること

老人クラブに関すること
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窪 田 正 雄

鈴 木 正 登
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六
七

勝
勝
利

で

丸
野
川

P

石
河
重

○
○
葛
格

教
裕
勝

教
勝
利
裕

塵
塚
野

全
九
州
塚

家
人
河

安
石
室
八

〇
〇
〇

〇
〇
〇

A)

利

利

彦

育)

子
利

育
利
彦
子

○
○
賀
田育

也
教
彦
登

教
勝
正
利
正

和
下
坂
用
木

同
木
田
重
鈴

り
椅
軸

開
削活

レ
」

ノ
ー

レ
し

′
l

薩
田

石 丸 勝 利

河 野 勝 利

佐 伯 泰

書

藤
田
松

図
佐
岡
小

-
∽
〇
回 館)

トシ子

隆 綱

真知子

善
綱
登

改
隆
正

酒
田
木

生
岡
鈴

〇
〇
〇
回

明治青年大学、工作と遊びの教室、人材活用に関すること

三世代交流、趣味活動、健康、スポーツ活動に関すること

その他高齢者教育全般に関すること

PTAの組織運営に関すること

PTAの研修に関すること

愛護班、子ども会、交通安全母の会に関すること

校外指導に関すること

その他PTA活動全般に関すること

家庭教育の振興に関すること

家庭教育学級の開設と運営に関すること

家庭の日の推進に関すること

明日の親のための学級の開設に関すること

交通安全教育の推進に関すること

防災・防火に関すること

安全教育推進のための学校・地域・機関等の連携に関す

ること

同和教育の推進に関すること

同和教育関係機関との連携に関すること

同和教育協議会の運営に関すること

地域改善奨学資金に関すること

対象地域の教育推進に関すること

学校同和、社会同和教育の連携に関すること

その他同和教育全般に関すること

文化財保護委員会に関すること

文化財調査、保存活用に関すること

文化財の指定に関すること

郷土資料、文献の保存活用に関すること

芸能保存、活動、発表、文化活動に関すること

文化祭、種目別芸能発表会、文化協会に関すること

郷土会「ふるさと久万」の発行に関すること

文化だより「くま」の発行に関すること

文化財巡り、ふるさとこみち、四国のみちに関すること

文化協会、文化団体、文化グループの育成に関すること

久万おどりの普及に関すること

その他文化の振興に関すること

図書館全般、館外奉仕活動、グループの育成に関すること

県立図書館上浮穴分館の事務に関すること

読書グループの研修に関すること

読書に関する調査研究、統計に関すること

移動文庫、親子読書の推進に関すること

生活改善推進協議会に関すること

生活改善、結婚改善の推進に関すること

推進諸団体との連絡協調に関すること

町民憲章の徹底に関すること

国旗掲揚に関すること



動
利
也
利

酒
勝
勝
勝

報
丸
下
野

広
石
木
河

-
調
椅
g

リ

聴
おイ

間
隔 竺)

利
彦
泰

勝
利

野
川
伯

河
重
佐

広報「くままち」の発行に関すること

広報文書の発行に関すること

広報委員会に関すること

その他広報活動全般に関すること

ライブラリー運営委員会に関すること

ライブラリーの普及運営に関すること

備品管理、録画活用計画に関すること

視聴覚学習グループの育成に関すること

視聴覚利用学習、自作教材の製作に関すること

視聴覚教育全般に関すること

保健栄養の普及に関すること

軽スポーツの普及に関すること

体育指導委員会に関すること

地区別スポーツ組織の育成に関すること

体育施設、設備の管理運営に関すること

体力づくり推進協議会の運営と体育協会の育成に関する

こと

体育施設・設備の貸与、使用、統計に関すること

体育協会の庶務会計、各部の連絡協調に関すること

グループ及びリーダーの育成に関すること

体育の日の推進に関すること

久万公園、久万海洋センター運営管理に関すること

その他社会体育全般に関すること

綱
進
子知

隆

真

田
永
松

岡
森
小

利
利

子
子
弓

知

勝
勝

真
裕
真

丸
野

松
塚
松

石
河

小

人

並

佐 藤 トシ子

岡 田 隆 綱

岡 田
・ 森 永

窪 田 ・鈴 木

石 丸 ・ 重 用

河 野 ・ 佐 伯

木下・八塚・小松

並 松 ・ 佐 藤

社 会 体 育

雄
泰
也
彦

正

勝
利

田
伯
下
川

窪
佐
木
室

長係

備 品 管 理

上浮穴産業文化会館

③ 町民館事務局事務分担及び機能

事務局備品管理…………岡田・森永

車 輌 管 理…………河野・佐伯

社会体育備品管理………窪田・佐伯

視聴覚機器管理…………河野・重用
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九

○体力つくり

○社会道徳の高揚

○生涯教育

〇日治意識の高揚

○文化活動

○趣味の教室

習 字 教

生 花 教

民 謡 教

詩 吟 教

舞 踊 教

盆 栽 教

俳 句 教

古 典 教

そ の

重
宝
重
宝
重
宝
重
宝
他

④ 久万町青少年育成センター

久万署防犯課

日

野

嘉

彦

河

野

勝

利

重

用

利

彦

町 福 祉 課

運
営
協
議
会
委
員

育

成

委

員

岡 田 ・森 永

窪 田 ・鈴 木

石 丸 ・ 重 用

河 野・佐 伯

木下・八塚・小松

並 松・佐 藤

○ 青少年健全育成

1.健全で明るい家庭づくりの推進

2.地域社会・学校・家庭が一体となった育成活動

の推進

3.青少年団体育成活動・青少年の地域活動への参

加推進、グループリーダーの養成、子供会、ボラ

ンティアグループの育成

4.あいさつ運動の推進

5.健全育成、広報啓発活動

○ 青少年の非行防止運動

1.補導活動の推進

2.環境浄化活動の推進

3.関係機関団体との連帯化

4.青少年教育相談活動

(教育相談室、電話相談)
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一

昭
和
六
三
年
度
久
万
町
教
育
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

へ
総

則
)

時
代
の
急
速
な
変
化
と
内
外
に
お
け
る
社
会
、
経
済
環
境
の
き
び
し
ぎ
の
中
で
、
教
育

に
対
す
る
要
請
と
期
待
は
ま
こ
と
に
大
き
く
、
緊
急
か
つ
重
要
な
国
家
的
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

今
こ
そ
、
教
育
の
本
質
と
行
政
の
本
旨
に
則
り
、
人
類
の
平
和
と
信
頼
の
世
紀
と
も
い

わ
れ
る
二
一
世
紀
を
め
ざ
し
て
、
不
確
実
か
つ
激
動
の
八
〇
年
代
を
克
服
し
て
い
く
た
め

の
教
育
的
課
題
に
あ
や
ま
り
な
く
対
処
し
、
「
人
間
性
重
視
」

の
教
育
活
動
の
確
立
を
期

し
、
町
民
の
期
待
に
こ
た
え
う
る
教
育
の
推
進
に
つ
と
め
る
も
の
と
す
る
。

一
、
基
本
方
針

人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
生
涯
教
育
の
理
念
に
基
づ
き
、
知
・
徳
・
体
の

調
和
が
と
れ
、
人
間
性
豊
か
な
国
際
的
視
野
を
も
つ
日
本
人
の
育
成
を
め
ざ
し
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会

体
育
、
文
化
活
動
等
、
各
分
野
に
わ
た
る
教
育
行
政
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

特
に
、
次
代
を
担
う
健
全
な
青
少
年
の
育
成
と
増
大
す
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
地
域
文
化
の
振
興
発
展
を
図
る
。

近
年
、
教
育
行
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
条
件
は
、
ま
こ
と
に
さ
び
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
国
の
教
育
改
革
の
動
向
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
・
教
育
関
係

諸
機
関
・
団
体
等
の
連
携
を
密
に
し
、
広
く
町
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
諸
施
策
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
る
。

二
、
教
育
目
標

教
育
基
本
法
の
本
旨
に
則
り
、
国
家
社
会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
、
平
和
と
人
権

尊
重
の
精
神
を
つ
ら
ぬ
き
、
自
主
・
連
帯
を
基
調
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
す
ぐ
れ
た
伝

統
と
先
人
の
通
産
を
継
承
し
、
豊
か
な
文
化
の
創
造
と
発
展
に
貢
献
し
ょ
う
と
す
る
、

心
身
と
も
に
健
康
で
愛
郷
心
に
満
ち
た
町
民
の
育
成
を
期
す
る
。

0

正
し
く
判
断
す
る
力
を
養
い
、
創
造
的
知
性
を
育
て
る
。

八
七
〇

日

あ
た
た
か
い
心
情
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
。

臼

自
主
・
自
立
の
精
神
を
養
い
、
地
域
連
帯
性
を
育
て
る
。

㈲

つ
よ
い
意
思
を
養
い
、
た
く
ま
し
い
体
力
を
育
て
る
。

㊥

郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
愛
国
心
を
育
て
る
。

三
、
重
点
目
標

0

ひ
と
り
ひ
と
り
を
み
つ
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
教
育
の
充
実

臼

あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
う
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
す
社
会
教
育
の
推
進

臼

人
間
形
成
の
基
礎
を
育
て
る
家
庭
(
幼
児
)
教
育
の
振
興

㈲

町
民
す
べ
て
が
と
り
く
む
、
あ
た
た
か
い
同
和
教
育
の
展
開

田

町
ぐ
る
み
で
と
り
く
む
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

㈱

地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
文
化
の
振
興

㈲

す
べ
て
の
町
民
が
参
加
す
る
体
力
づ
く
り
の
推
進

以
上
を
柱
と
し
た
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
役

割
り
を
果
た
し
な
が
ら
、
三
者
一
体
と
な
っ
た
教
育
的
環
境
の
整
備
と
質
の
向
上
に
つ

と
め
、
総
合
的
、
組
織
的
な
教
育
活
動
の
充
実
と
振
興
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。

四
、
教
育
的
姿
勢
と
生
涯
教
育
の
生
活
化

・
教
育
的
姿
勢

0

教
育
に
は
、
愛
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臼

教
育
に
は
、
情
熱
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臼

教
育
に
は
、
希
望
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲

教
育
に
は
、
鍛
練
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲

教
育
に
は
、
継
続
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈱

教
育
に
は
、
実
践
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲

教
育
に
は
、
評
価
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈹

教
育
に
は
、
正
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

帥

教
育
に
は
、
公
正
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



㈲

教
育
に
は
、
み
ん
な
の
参
加
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
生
涯
教
育
の
生
活
化

0

ひ
と
り

臼

ひ
と
り

e

ひ
と
り

㈲

ひ
と
り

㈲

ひ
と
り

一
学

習

一
活

動

一
ス
ポ
ー
ツ

一
工

夫

一
奉

仕

甲
生

涯

教

育

(
学
校
教
育
)

-
徳
・
知
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を

-

(
幼
稚
園
教
育
)

一
、
努
力
目
標

幼
稚
園
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
と
正
し
い
社
会
的
態
度
を
育
成
し
、
豊
か
な
情
操

と
道
徳
性
の
芽
は
え
を
育
て
、
健
全
な
心
身
づ
く
り
の
基
礎
を
養
う
。
(
三
つ
子
の
魂

百
ま
で
)

二
、
努
力
点

0

健
全
な
心
身
の
育
成
と
安
全
の
確
保

イ

集
団
生
活
に
よ
る
健
や
か
な
成
長
を
は
か
る
。

ロ

個
性
を
尊
重
し
、
豊
か
な
情
操
と
道
徳
性
を
育
て
る
。

ハ

適
正
な
管
理
を
行
い
、
安
全
確
保
に
つ
と
め
る
。

臼

幼
稚
園
教
育
要
領
の
適
切
な
実
施

イ

健
康
・
社
会
・
自
然
・
言
語
・
音
楽
・
リ
ズ
ム
・
絵
画
の
各
領
域
に
わ
た
り
、

調
和
の
と
れ
た
学
習
計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
指
導
に
あ
た
る
。

e

研
修
・
研
究
の
継
続
と
定
着
(
教
育
は
人
な
り
)

イ

自
己
研
修
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
研
究
を
推
進
す
る
。

ロ

全
町
的
な
共
同
研
究
や
他
国
と
の
遵
け
い
に
つ
と
め
る
。

第
三
章

教
育
委
員
会

(
小
学
校
・
中
学
校
教
育
)

一
、
努
力
目
標

学
校
教
育
は
、
生
涯
学
習
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
観
点
を
重
視
し
、
児
童
・
生
徒
の

発
達
段
階
の
特
性
に
応
じ
て
、
徳
・
知
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
、

特
に
、
個
性
の
尊
重
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
は
か
り
、
自
己
教
育
力
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
生
徒
指
導
・
進
路
指
導
の
充
実
、
道
徳
教
育
、
勤
労
体
験
学
習
、
小
規

模
校
化
に
対
応
し
た
協
同
学
習
の
推
進
、
基
礎
体
力
の
向
上
及
び
健
康
・
安
全
教
育
の

保
持
増
進
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
教
職
員
の
使
命
感
・
責
任
感
の
高
揚
と
指
導
力
の
向
上
を
は
か
り
、
教

育
内
容
の
精
選
及
び
指
導
方
法
の
改
善
を
通
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
、
し
か
も
充
実
し
た

学
校
生
活
の
実
現
に
努
め
る
。
な
お
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
一

貫
性
の
確
立
を
は
か
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
間
の
連
携
の
強
化
に
努

め
る
。

ま
た
、
社
会
教
育
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
に
、
同
和
教
育
の
深
化
と
徹
底
を
期
す

る
。
さ
ら
に
、
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
を
一
層
推
進
し
、
教
職
員
の
適
正
配
置
、
施

設
・
設
備
の
充
実
等
教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
促
進
す
る
。

二
、
努
力
点

0

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
経
営
の
創
造

イ

創
意
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
と
実
践
の
工
夫

ロ

ひ
と
り
ひ
と
り
を
伸
ば
す
学
習
指
導
の
充
実
と
徹
底

○

児
童
・
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
学
習
指
導
の
工
夫

○

基
礎
学
力
の
定
着
の
た
め
の
工
夫

・

成
就
感
や
達
成
感
を
体
得
さ
せ
る
工
夫

・

学
び
方
や
考
え
方
を
育
て
る
学
習
指
導
の
工
夫

・
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の
徹
底
と
可
能
性
・
創
造
性
の
開
発

・

学
力
・
体
力
・
し
つ
け
の
関
連
性
へ
の
配
慮

八
七
一



第
六
編

教

育

○

発
達
段
階
に
応
じ
、
や
る
気
を
お
こ
さ
せ
る
学
習
指
導
の
徹
底

○

能
力
や
特
性
を
伸
ば
す
た
め
の
工
夫

・
低
学
年
で
つ
ま
づ
さ
の
発
見
と
指
導
の
徹
底

・
課
題
解
決
の
よ
ろ
こ
び
を
持
つ
学
習
の
工
夫

・
指
導
の
成
果
を
絶
え
ず
評
価
し
、
指
導
の
改
善
を
。

・
体
験
学
習
に
よ
っ
て
学
習
へ
の
意
欲
づ
げ
と
学
力
の
定
着
を
。

ハ

調
和
の
と
れ
た
特
色
あ
る
学
校
経
営
の
創
造

○

学
校
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
研
究
目
標
の
焦
点
化
と
具
体
化

・
学
力
・
体
力
・
基
本
的
習
慣
の
実
態
の
把
握

○

特
色
あ
る
経
営
の
た
め
の
組
織
化
と
実
践
化

臼

心
身
の
障
害
に
応
じ
た
教
育
の
充
実

イ

個
に
即
し
た
適
正
な
就
学
指
導

○

障
害
に
応
じ
た
正
し
い
指
導
と
研
修

・
個
に
即
し
た
指
導
の
た
め
の
教
師
の
研
修

口

幼
児
期
か
ら
の
早
期
発
見
の
手
だ
て
と
啓
発
活
動
の
推
進

㊤

ひ
と
り
ひ
と
り
を
生
か
す
生
徒
指
導
の
徹
底

イ

生
徒
の
理
解
と
教
師
の
指
導
性
の
確
立

○

校
内
に
お
け
る
個
に
徹
し
た
指
導
事
例
の
研
究

○

指
導
態
勢
の
共
通
理
解

○

生
徒
理
解
の
研
究
と
実
践

○

観
察
指
導
の
充
実
(
個
人
カ
ル
テ
の
効
果
的
活
用
)

○

教
科
指
導
と
生
徒
指
導
の
一
元
化
を
め
ざ
す
研
究

○

基
本
的
生
活
習
慣
の
徹
底

口

地
域
ぐ
る
み
の
指
導
体
制
の
強
化

㈲

た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り
の
推
進

イ

基
礎
体
力
づ
く
り
の
徹
底

八
七
二

〇

児
童
・
生
徒
の
実
態
を
も
と
に
体
力
づ
く
り
の
計
画
と
実
践

口

保
健
・
安
全
教
育
・
学
校
給
食
の
充
実

ハ

幼
・
小
・
中
一
貫
の
性
教
育
の
深
化
徹
底

〇 〇 〇

性
教
育
の
重
要
性
の
理
解
(
教
師
・
P
T
A
)

各
校

(
園
)

で
の
指
導
体
制
の
確
立

指
導
の
実
践
研
究
(
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
・
指
導
時
間
・
方
法
)

㈲

教
育
の
本
質
に
根
ざ
し
た
同
和
教
育
の
創
造
的
深
化

イ

全
領
域
で
の
同
和
教
育
の
徹
底

〇 〇 〇 〇 〇 〇

深
く
理
解
し
合
い
、
は
げ
ま
し
合
う
仲
間
づ
く
り

(
人
間
尊
重
の
精
神
)

共
感
を
よ
び
実
践
力
を
つ
ち
か
う
同
和
学
習
の
あ
り
方

資
料
の
の
ぞ
ま
し
い
活
用

個
々
の
可
能
性
を
伸
ば
す
指
導

自
主
協
同
の
学
習
態
度
の
徹
底

支
え
は
げ
ま
し
合
う
学
級
づ
く
り
を
根
底
に

ロ

濃
密
な
指
導
の
効
果
的
研
究

○

基
礎
学
力
の
定
着
(
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
考
え
て
)

ハ

教
師
の
教
育
力
を
高
め
る

こ

児
童
・
生
徒
の
自
覚
・
自
立
の
基
礎
を
つ
ち
か
う

ホ

幼
・
小
・
中
学
校
の
一
貫
性
と
指
導
体
制
の
確
立

㈱

教
師
の
使
命
感
の
確
立
と
専
門
職
と
し
て
の
自
覚

イ

自
己
へ
の
さ
び
し
さ
と
専
門
職
と
し
て
の
自
覚

〇 〇 〇 〇

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
と
研
修

専
門
職
と
し
て
の
積
極
的
な
研
修

一
般
教
養
を
高
め
る
た
め
の
研
修

女
子
職
員
の
研
修



ロ

組
織
的
・
総
合
的
な
教
育
体
制
の
確
立

○

学
校
経
営
の
目
標
達
成
の
た
め
の
、
秩
序
と
調
和
の
あ
る
組
織
強
化

○

教
職
員
相
互
の
連
絡
調
整
を
密
に
し
、
一
致
協
力
し
て
教
育
活
動
を
推
進

○

学
校
と
し
て
の
主
体
性
を
保
持
し
な
が
ら
、
家
庭
・
地
域
の
信
頼
・
連
け
い

を
密
に
す
る
。

○

地
域
活
動
・
社
会
教
育
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

(
学
校
・
家
庭
・
社
会
の
教
育
力
を
高
め
る
。
)

㈲

教
育
諸
条
件
の
整
備
と
充
実

魅
力
あ
る
学
級
経
営

○

学
級
・
学
級
経
営
と
は

学
級
が
子
ど
も
を
つ
く
る

0日日㈲田内

教
師
の
姿
勢
と
学
級

教
科
指
導
と
そ
の
技
術

生
活
指
導
を
楽
し
く

教
室
環
境
を
明
る
く

父
母
や
関
係
機
関
と
の
連
け
い

効
果
的
な
事
務
処
理

(
家
庭
教
育
)

-
や
さ
し
さ
と
さ
び
し
さ
の
中
で
、
す
こ
や
か
な
成
長
を

-

一
、
努
力
目
標

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
は
、
人
間
と
し
て
の
成
長
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
に
お

い
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
過
程
に
応
じ
て
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
と
行
動
の
節
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
活
力
の
あ
る
た
く
ま
し
い
心
身
を
培
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
へ
の
愛
情
や
自
他
の
敬
愛
の
心
を
養
い
、
生
活
や
勤
労

に
対
す
る
真
剣
な
態
度
を
体
得
さ
せ
、
人
権
を
尊
重
す
る
青
少
年
の
育
成
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
家
庭
の
教
育
機
関
や
役
割
り
を
認
識
し
、
愛
情
と
信
頼
に
満
ち
た
家
庭

第
三
章

教
育
委
員
会

づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
啓
発
活
動
に
努
め
、
学
習
の
機
会
や
場
の
拡
充
を
は
か
り
、

そ
の
積
極
的
利
用
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
並
び
に
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
・
P
T
A
等
関
係

諸
機
関
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
相
互
啓
発
活
動
の
活
性
化
を
は
か
り
、
家
庭
の
教
育

力
を
さ
ら
に
充
実
伸
長
さ
せ
る
。

二
、
努
力
点

H

啓
発
活
動
の
推
進

イ

教
育
相
談
の
充
実

口

情
報
提
供
と
学
習
資
料
の
作
成

日

学
習
機
会
の
提
供

イ

学
習
機
会
の
拡
充

口

学
習
内
容
の
充
実

㊤

学
校
・
地
域
社
会
等
と
の
連
携
の
強
化

イ

P
T
A
活
動
の
充
実

口

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
の
充
実

ハ

地
域
活
動
(
愛
護
班
等
)

の
奨
励

へ
社
会
教
育
)

I
生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
人
生

-

一
、
努
力
目
標

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
、
充
実
し
た
人
生
を
築
く
た

め
に
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
ち
、
生
涯
の
各
時
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
自
己
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
諸
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
愛
と
奉
仕
の
心
に
支
え
ら
れ
た
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
実
態
と
住
民
の
要
望
に
即
し
た
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

学
習
機
会
や
場
の
拡
充
を
は
か
り
、
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、
学
習
内
容
、
方
法
の
充

八
七
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第
六
編

教

育

実
な
ど
、
生
涯
学
習
社
会
の
基
礎
づ
く
り
に
努
め
、
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
育
成
強

化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
特
に
、
青
少
年
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
学
校
や
教
育
関
係
諸
機
関
・
団
体
等
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
同
和
教

育
の
推
進
と
徹
底
を
期
す
る
。
さ
ら
に
、
指
導
者
の
養
成
確
保
と
資
質
の
向
上
や
青
少

年
教
育
施
設
・
公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。

二
、
努
力
点

0

生
涯
教
育
の
充
実
深
化

イ

幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
の
推
進

・

健
全
な
家
庭
づ
く
り
教
育
の
推
進

・

豊
か
な
生
活
の
実
現
を
目
ざ
し
た
地
域
別
・
組
織
的
学
習
活
動

日

青
少
年
教
育
の
充
実

・

グ
ル
ー
プ
活
動
の
た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

・
青
年
教
育
の
振
興
を
は
か
る
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設

ハ

成
人
教
育
活
動
の
拡
充
と
推
進

・
成
人
教
育
の
振
興
を
は
か
る
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設

・
産
業
経
済
に
関
す
る
育
成
教
育
活
動

・

町
振
興
計
画
に
お
け
る
教
育
活
動
の
推
進

二

婦
人
教
育
活
動
の
推
進

・
婦
人
教
育
の
振
興
を
は
か
る
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設

・
婦
人
会
員
の
増
強
と
組
織
拡
大

ホ

高
齢
者
教
育
の
充
実

・
高
齢
者
教
育
の
振
興
を
は
か
る
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設

・
高
齢
者
育
成
促
進
会
議
の
開
催

・
高
齢
者
人
材
活
用
事
業
へ
の
取
り
組
み

へ

生
涯
学
習
情
報
の
提
供

・

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・

諸
施
設
と
の
連
帯
強
化

臼

公
民
館
活
動
の
推
進

イ

公
民
館

(
分
館
)

活
動
の
推
進

口

生
活
と
密
着
し
た
地
域
活
動
の
推
進

㊤

同
和
教
育
の
徹
底
深
化

イ

町
民
の
た
め
の
同
和
教
育
活
動

日

推
進
者
養
成
な
ど
の
た
め
の
同
和
教
育
活
動

ハ

同
和
教
育
資
料
の
整
備
と
地
域
素
材
の
教
材
化

二

地
域
同
和
教
育
推
進
者
制
度
の
導
入

㈲

コ
、
、
、
ユ
ニ
ア
ィ
活
動
の
推
進

イ

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
連
帯
意
識
を
高
め
る
活
動

日

町
政
・
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
学
習
活
動

ハ

町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

二

生
活
学
習
・
生
活
運
動
の
推
進

ホ

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
の
学
習

へ

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

㈲

社
会
教
育
体
制
の
充
実

イ

社
会
教
育
・
公
民
館
・
視
聴
覚
教
材
施
設
の
充
実

口

民
間
指
導
者
の
養
成
と
活
用

ハ

社
会
教
育
関
係
役
職
員
の
研
修
強
化

二

関
係
機
関
団
体
等
の
連
携
強
化
と
組
織
拡
大

㈱

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
活
動
の
推
進

イ

協
議
会
、
研
修
会
の
開
催

日

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
実
施

ハ

青
少
年
非
行
防
止
事
業
の
実
施

八
七
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㈲

体
力
つ
く
り
活
動
の
推
進

イ

社
会
体
育
活
動
の
奨
励
と
条
件
整
備

・

社
会
体
育
参
加
人
口
の
拡
大

・

フ
ァ
、
、
、
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及

・

町
民
運
動
会
の
開
催
(
町
民
大
運
動
会
・
地
区
別
)

・
階
層
別
体
力
つ
く
り
運
動
の
推
進

口

町
民
総
参
加
の
体
力
つ
く
り
活
動
の
推
進

ハ

生
活
環
境
づ
く
り
運
動
の
推
進

二

体
力
テ
ス
ト
の
実
施

ホ

体
力
つ
く
り
推
進
協
議
会
事
業
の
実
施

へ

体
育
協
会
の
育
成

の

安
全
教
育
の
推
進

イ

交
通
安
全
教
育
の
推
進

口

防
災
・
防
火
に
関
す
る
学
習

の

芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

イ

生
活
を
高
め
る
文
化
活
動
の
振
興

・
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
の
よ
さ
を
知
る
学
習
活
動
の
推
進

・
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成

・

文
化
協
会
の
育
成

・
文
化
祭
、
各
種
芸
能
発
表
会
の
開
催

日

文
化
財
保
護
活
動
の
充
実

・
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

・

郷
土
芸
能
の
伝
承
保
存

・

郷
土
資
料
の
収
集
と
郷
土
発
刊
図
書
の
活
用

⑮

社
会
教
育
団
体
活
動
の
推
進
と
育
成

臼

図
書
館
教
育
の
推
進

第
三
章

教
育
委
員
会

㊤

広
報
・
公
聴
活
動
の
推
進

◎

町
づ
く
り
基
本
方
針
I

久
万
町
振
興
計
画

良
材
嘉
肇
絹
ふ
る
さ
と
づ
く
り
)

+
働
き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り

住
み
よ
い
町
づ
く
り

香
り
高
い
文
化
の
町
づ
く
り

◎

人
間
の
持
つ
よ
ろ
こ
び
の
視
点

①

発
見
の
よ
ろ
こ
び

②

創
造
の
よ
ろ
こ
び

③

伝
承
の
よ
ろ
こ
び

④

参
加
の
よ
ろ
こ
び

⑤

ふ
る
さ
と
を
持
つ
よ
ろ
こ
び

八
七
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第
六
縞

教

育

昭
和
六
三
年
度
久
万
町
教
育
推
進
計
画

「
発
達
段
階
を
考
え
た
教
育
推
進
に
つ
い
て
」

八
七
六

久
万
町
教
育
委
員
会

発 達 

ね ら い 

乳 (幼) 児 期 保 育 所・幼 稚 園 期

自 立 感

③ ② ① 

段 
幼 こ 

と 充 も な 
な 将 足 っ 乳 特 大 
る 来 さ て 児 性 格 

○

に れ 満 の で 形 ・の 教 
わ る た 基 あ 成 階 小 方 育 
た

○

ざ る に の 課 
り れ 的

○

と 特 中 の 程 
希 る な っ 性 学 具 に 

望 こ 要 て と 校 現 は 
と と 求 き 課 の 化 「 
信 で が わ 題 - を 人 
頼 信 適 め 貫 は 間 
の 頼 時 て 教 か 性 
基 感 性 重 育 る 豊 
礎 が を 要 

のたか 推めな 進に児 をは童 は、 か人生 り間徒 

学 

校 
形の 知成育 ・上成 

教 育 

徳に」 据 緯 

〇 〇 〇 〇 

家 

習 の ろ あ に 

慣 ま 食
o

白 い 親 つ 知 
を わ 事 分 に は と 的 
つ り で つ つ め な た 題 「 
げ の 排 で と ね る 愛 

庭 
特 は 基 

さ 清 便 き め に
o

情 色 き 礎 
せ 潔 る る 乳 あ あ わ 的 
る な 衣 こ ( ふ 

教 育 

る め 基 
o

ど 服 と 幼 れ 教 て 本 
基 の は

)
る 育 重 的 

本 着 目 児 家 活 要 内 

的 脱 分 と 庭 動 な 容 
な 等 で の づ を テ

」 

生 さ ふ く 進Iの 
活 身 せ れ り 

めマ三三 までつ うあの 
○ 

地 

た 的 と り 基 
め に 地 す “本 
の 参 域 る 久 万 
学 加 の 

域 
も 方 針 

習 し 社 の 町 が 
に て 会 

と 
で で 示 

つ 教 あ は さ 

と か 育 
の 

る “れ 
め し 諸 

○

乳 て 

よ こ 学 
連 

・

し、 

う い 級 保 ゑ ○

親 等 
携 

に に 

な 積 
る 極 

①

人
間
の
自
主
独
立
の
基
礎
を
つ
く
る

上
に
重
要
な
特
性
で
あ
る
。

②

幼
児
自
身
の
創
造
行
為
の
く
り
返
し

に
よ
る
成
功
、
失
敗
体
験
の
バ
ラ
ン
ス

に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
る
。

③

将
来
に
わ
た
り
思
い
や
り
と
意
志
力

の
基
礎
と
な
る
。

○

遊
び
こ
め
る
生
活
体
験
を
さ
せ
る
。

○

健
康
で
明
る
い
集
団
遊
び
に
熱
中
さ

せ
る
。

○

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
生
活
体

験
を
積
ま
せ
る
。

○

思
い
き
り
友
達
と
遊
べ
る
場
や
、
充

実
し
た
環
境
を
提
供
す
る
。

○

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
習
慣
を

つ
け
る
。

○

で
き
る
だ
け
戸
外
で
遊
ば
せ
る
。

○

睡
眠
は
充
分
と
ら
せ
る
。

○

失
敗
し
た
こ
と
を
叱
ら
ず
に
成
功
し

た
こ
と
ば
は
め
て
や
る
。

○

き
ま
り
の
よ
い
生
活
を
さ
せ
る
。

○

待
つ
こ
と
、
こ
ら
え
る
こ
と
の
経
験

を
さ
せ
る
。

○

善
悪
の
け
じ
め
を
は
っ
き
り
と
す
る
。

○

地
域
の
子
ど
も
に
積
極
的
に
声
を
か

け
よ
う
。

○

地
域
の
子
ど
も
の
良
い
点
を
は
め
、

悪
い
点
は
注
意
し
て
や
ろ
う
。

○

地
域
の
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
よ
う

心
が
け
よ
う
。



中 学 校 期 小 学 校 期 

自 発 性 / 感 動 性 

③ ② ① ③ ② ① 
な 来 こ ろ か な と る 

る の 能 と 自
o

つ 自 る 活 運 積 上 心 
o

万 力 に 発 て 己 
○

動 動 極 に 身 

向 と よ 的 進 を 性 の 的 さ の 

を 個 っ な む み は 実 な わ 急 

見 性 て 活 た つ 積 践 バ め 速 
つ を 養 勤 め め 極 に ラ て な 

け 自 成 体 に 的 よ ン 必 発 

対 寛 ぎ 験 必 人 な っ ス 安 達 

応 し れ を 安 生 意 て の な と 

す て る 多 な の 欲 蓑 と 特 変 
る

o

く 特 目 の 成 れ 性 化 

基 自 与 性 標 塞 き た で を 

礎 ら え で に 礎 れ 学 あ 助 

と 将 る あ 向 と ろ習 急け 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

助 な 機 向 し 習 導 指 

す 自 う 個 会 目 上 白 い 個 体 友 に 個 秩 導 運 
る 分

○

性 を 分 を 発 指 性 験 人 つ 性 序 計 動 
o

の に 提 で は 的 導 や を と と や あ 画 と 

行 応 供 考 か な 計 能 さ 助 め 能 る を 学 

動 じ す え る 学 国 力 せ け る 力 活 編 習 
に た る 正

○

習 を を る 合
○

に 動 戌 の 

責 指
o

し 計 続 発 
○

い ふ 体 す バ 

任 導 く 国 威 揮 さ 験 る ラ 

を や 判 に す す 協 わ を
o

ン 

も 援 断 よ る る 力 し 大 ス 

つ 助 行 る
○

に し い 切 を 

よ を 動 学 ふ 合 個 に 考 

う お す 力 さ う 人 す え 

援 こ る の わ 学 指 る た 
o 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

係 か 対 る て ず つ せ る 

を 友 進 る 家 話 つ
○

自 や 家 ぎ 感 多 よ 子、規 家 

待 人 路
o

庭 に と 分 ら 庭 な 情 く う ど 実 則 庭 
る と の 学 応 め の せ で い 的 の に も 践 正 学 
よ の 問 習 じ て 生 る 仕 に 友 つ と さ し 習 

う つ 題 や る 相 活 
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